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2016年4月14日と16日熊本地震の動力学シミュレーションに関する研究

A study on the dynamic rupture simulations of the 2016 Kumamoto,

Japan, earthquake sequence
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　2016年4月14日に発生したMw6.2熊本地震に続いて、4月16日未明にMw7.0の地震が発生した。両地震では

最大震度７が観測された。4月14日の地震は日奈久断層の北部の活動によるもので、4月16日の地震は主に布

田川断層によって起きたものとされている。また、4月16日の地震では、地表断層が確認されている。この二

つの地震の特徴としては、いずれの地震も震源は日奈久断層帯の北部に位置するが、4月14日の地震は日奈久

断層の北部のみで発生し、4月16日の地震は、日奈久断層から破壊が始まり、布田川断層まで断層破壊が広が

り大地震に成長していた。本研究では、動力学シミュレーションにより、この２地震の断層破壊を再現すると

ともに、4月16日地震による地震動も計算することを試みた。 

 

　4月16日地震の地表断層から、当該地震の断層形状が非常に複雑であるため、本研究では、このような複雑

な形状もモデル化でき、かつ地震波動場もシミュレートできるCG-FDM手法（Zhang et al., 2014）を用い

た。計算に用いた断層モデルは地表断層に沿う形でモデル化し、傾斜角はKobayahi et al. (2017)などを参考に

70°とした。一方、4月14日の地震については、震源位置などから、断層面は日奈久断層と並行するようにし

て、傾斜角は85°とした。応力場やDcなどのパラメータは深さによって変化させて設定した。 

 

　設定した応力場とその他の計算条件のもとで行った動力学シミュレーションの結果、4月14日の地震につい

ては、断層破壊は日奈久断層の北部にとどまった。一方、4月16日の地震は、断層破壊は日奈久断層の北部か

ら始まり、布田川断層に乗り移り、設定した断層の全域まで及んだ。いずれの地震についても、断層すべり量

はインバージョンの結果と特徴的に整合することを確認した。また、計算波形は多くの観測点で特徴的に観測

記録とおおむね整合することも確認された。
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